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【泉佐野市】

岬町社協地域包括支援センター

【岬町】

二越 麻衣 さん

令和３年2月１３日 第6回認知症サミットを
ZOOMで開催しました。

外出自粛による筋力低下や認知症などの相談が、地域包括支援センターに寄せられることが以前より増え

ています。コロナによる新たな課題も浮き彫りになってきたように思います。
岬町では、今年度の医療と介護の連携事業の取り組みをMCSで多職種に向けて共有することになりました。
大勢での研修・会議の場を設けることは難しいですが、代わりとなる方法を模索したいと考えています。
不慣れなことも多いですが、これからもよろしくお願いします。
お会いできない時間が続いたとしても、みなさまとつながりたい！！顔の見える、相談しやすい地域包括支援セ
ンターを目指していきます！！

我が国ではこれまで特定感染症指定医療機関がりんくう総合医療センター
など４医療機関、第一種感染症指定医療機関が各都道府県に最低１箇
所の計55医療機関、病床数も合わせて113床が指定されてきました。また、
第二種感染症指定医療機関としてもさらに多くの医療機関、病床が指定さ
れてきました。新興感染症対応にこんなに多くの医療機関、病床数が必要な
のか、また対応可能なのか、これまで議論されてきました。
しかし、現実に我々が経験した新型インフルエンザを除く初の新興感染症で

あるCOVID-19対応では、感染症指定医療機関以外の多くの医療機関に
ご協力いただいても緊急事態宣言下において病床数不足が現実のものになっ
ていました。
医療機関、高齢者施設の中にはCOVID-19の対応は不可能だと考えら

れるところもあるかと思いますが、必ずやCOVID-19の患者は各施設で発生
し、対応することが避けられない感染症であると認識し、今からさらに対策を立
てることがむしろWith コロナの時代の診療に備える有効な対策です。
感染症法の改正がされたまさに今、当院は皆様方の御施設の現場レベル

での感染対策の体制整備、患者対応の助言などに尽力させていただきます。
お声掛けいただけましたら幸いです。

若年性認知症の当事者と多職種がチームを組み、情報共有し
ながら本人の希望を実現していく事例から学び、職種ごとのグル
ープワークを行いました。今後も多職種と協働しながら、認知症
サミットを進めていきますので、よろしくお願いします。

在宅医療・介護連携相談窓口のご案内

☎ 072-464-6123

泉佐野泉南医師会 地域連携室で
は、医療・介護関係者のための相談
窓口を開設しています。

■受付時間 月ー金 午前9時から午後5時
（祝祭日除く）


